
様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

2024年  6月  29日

都道府県知事

佐藤 樹一郎 殿

提出者

住 所  〒877-0054
大分県日田市大宇高瀬6979

氏 名 サッポロビール株式会社九州日田工場
工場長 神山 剛

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0973-25-■ 11

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

-6ta 27

事 業 場 の 名 称 サッポロビール株式会社 九州日田工場

事 業 場 の 所 在 地 大分県日田市大宇高瀬6979

計 画 期 間 2024年 4月 1日 から2025年3月 31日 まで

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事 業 の 種 類
飲料 。たばこ・飼料製造業一酒類製造業―ビール製造業

[1022]

②事 業 の 規 模 製品出荷額 7,946百万円

③従 業 員 数 2024年 3月 末現在 約100名

発生源 廃棄物 処理

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

廃棄プラスチック
セメント助燃材
セメント原料化等

木くず
燃料

再商品

製造工程

汚泥脱水設備 脱水汚泥廃水処理工程 汚 泥 月巴米斗イし

t‐‐一 委託妊売理



(日 本工業規格 A列 4番 )
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産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

工場長

食品安全チーム

環境管理責任者

総務部
品質保証部
醸造部
ノしケージング部
サッポログループ4勿流

エンジエアリング部 (廃棄物管理)

(管理体制図)

環境マネジメシトシステム運用のための語読、進j歩状況の確認、年間実績の確認

■環境奮埋責任者の役言け

環境マネジメシトシステムの4遺築、実施、維持

□食品安全チームの役割

■エシジニアリシゲ部廃棄物管理担当者の役割

廃棄物処理計画の作成
・廃棄物百理状況の把握と改善策の検討

・産業廃棄物処理施設の運転 維持管理状況の把握

処理業者、再生利用業者の調査、選定及び奮理

・委託契約の締結
・産業廃棄物管理票の交付 ,奮理

・監督官庁への各種報告

社員 関連会社(こ対する教育・啓発
・その他関係する事項

■I'易長の役割

環境マネジメントシステム (IS01400■ 2015)を 効果的に実行するための、

各部長、担当者への責任コ窪限の授与

・環境管理責任者のす旨名

`必要な経営資源の準傭

・環境方針の決定

【前年度 (2023年度)実績】

木くず
グリストラッフ
汚泥 汚泥・金属

くず
廃 プ ラスチ

ック類

ガラス・陶

磁器くず産業廃棄物の種類

16136t

2.42 t

0.0218

t
0.33t

t

2.58
排  出  量 16.59t

(これまでに実施した取組)

廃プラスチック類 :シュリンクフィルム・ストレンチフイルムの他、ホ

ポリ容器、ビールホース等のマテリアルリサイクル推進を継続

汚泥 :嫌気性廃水処理設備による汚泥発生量の削減

① 現状

【目標】

グリストランプ
汚泥 汚泥・金

属くず

ガラス・陶

磁器くず
木くず

ク類

プラスチ ッ
産業廃棄物の種類

5t
15277t

2.2t
0,02t15t lt排   出  量

(今後実施する予定の取組)

廃プラスチック類 :シュリンクフィルム・ストレッチフィルムの他、

ポリ容器、ビールホース等のマテリアルリサイクル推進を糸睦続、PPバ

ンドの有価物への変更を計画

嫌気性廃水処理設備による汚泥発生量の削減汚泥

②計画

産業廃棄物のりF出の抑制に関する事項

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

分別の種類 :汚泥、廃プラスチック類、ガラスくず、木くず、動植物

1生残さ

分別に関する取組 :工場内の各廃棄物発生場所での分別徹底、処理区

分別に収集する

①現状

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

分別の種類 :汚泥、廃プラスチック類、ガラスくず、木くず、金属く

ず

1に関する取組 :工場内の各廃棄物発生場所での分別徹底、処理区分烈

②計画

産業廃棄物の分別に関する事項



分別に収集する、廃棄物・有価物の引き取り前に最終の仕分け再確認

を行う
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自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (2023年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生不1用を行った

産業廃棄物の量
Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組)

なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

なし

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (2023年度)実績】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら熱回収を行つた
Ot t

産業廃棄物の 量

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
14300t t

(これまでに実施した取組)

当工場内の汚泥脱水施設で中間処理を実施。

処理方法 :ベル トプレス方式 (含水率65～ 75%)、 処理能力 :170t/日

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
Ot t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t

②計画

汚泥

13539t



(今後実施する予定の取組)

当工場内の汚泥脱水施設で中間処理を実施。

処理方法 :ベル トプレス方式 (含水率65～ 75%)、 処理能力 :170t/日

(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (2023年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組)

なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

Ot t

②計画

(今後実施する予定の取組)

なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (2023年度)実績】
プ ラ ガ  ラ
ス・陶磁

器くず

汚泥

グリストラップ

汚泥 。金属く

ず産業廃棄物の種類 ス チ ッ

ク類

木くず

全 処 理 委 託 量
16.59

t

0.33

t

2.58

t

1836t

2.42t
0.02t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

16.59

t

0.33

t

2.58

t

95。 49t
Ot
0,02t

① 現状
再生利用業者への

処 理 委 託 量

16.59

t

0.33

t

2.58

t

1836t

2.42t
0.02t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot Ot Ot Ot Ot

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot Ot Ot Ot Ot



(これまでに実施した取組 )

処理業者と委託契約を締結するにあたつての事前の現地確認 (処理状

況、維持管理状況等)と 、委託後の定期的な確認。
マニフェストの管理を徹底する。

(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類
廃 プ ラ

ス チ ッ

ク類

ガ  ラ
ス・陶磁

器くず

木くず
汚泥
グリストラップ

汚泥・金属く

ず

全 処 理 委 託 量 17t lt 3t 1739t Ot

16t lt 3t 115t Ot

17t lt 3t 1739t Ot

Ot Ot Ot Ot Ot

Ot Ot Ot Ot Ot

(今後実施する予定の取組 )

処理業者と委託契約を締結するにあたつての事前の現地確認 (処理状

況、維持管理状況等)と 、委託後の定期的な確認。
マニフェストの管理を徹底する。

※事務処理欄


